










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































der Stockholmer Hochschule Dr.Ｅ, Phragmen が，ドントの取り扱い方法に未だ
残されている，若干の弱点を取り除こうとした，それ自体非常に工夫をこらした
ように思われる，新しい解決案を作成した。これは，スウェーデン科学アカデ
ミーの叢書の内で，また（スウェーデン語の）小冊子としてポピュラーな形で，
公刊された。
後者の問題は，実際的に完全に満足させられる解決が可能であるという
－161－
こと。これについては，今日では根拠ある疑問は殆ど存在しえない。ここ
では，今日さまざまな側から切望されているこの体系が，すでに述べた租
税協賛の相対的満場一致の原則と，全く調和していることを示唆したこと
で充分である，としてよいであろう。実際この両方策は，個人の自由の尊
重と最大限の行使という，共通の基本見解にもとづいているのである。
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